
基本目標

施策

１次評価　（プロジェクト推進担当課長）

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 1 1

02 公有財産管理運営事業 26 16 8 1 1

03 教育施設整備事業 1 1

04 コミュニティ・スクール導入促進事業 1 1

05 道路整備・管理事業 3 3

06 公園整備・管理事業 2 2

07 公共下水道事業 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

プロジェクト
該当予算
事業数 A B C D

01 安心して住み続けられる地域再生事業 1 1

02 公有財産管理運営事業 26 16 8 1 1

03 東大跡地・国立小児病院跡地の検討 1 1

１次評価 継続推進 見直し（要改善） 休止・廃止

２次評価　（施策主管部長）

指標名：

継続推進 目標値の見直し 指標の見直し

二宮町総合戦略評価シート（29年度実績）

安心なくらしを守り、住み続けられる地域をつくる

公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

プロジェクト担当課長 企画政策課長

公共施設の総合的マネジメントプロジェクト

公共施設の総延床面積

基準値 H28 H29 H30 H31 目標値

政策担当参事施策主管部長

プロジェクト担当課長 企画政策課長

大規模公有地の有効活用プロジェクト

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

・公共施設再配置・町有地有効活用実施計画を策定した。
・庁舎整備手法調査報告書を作成した。
・公園統廃合計画を策定した。

課　題

①新庁舎の整備
②コミュニティ・スクールの導入準備及び小中一貫教育校の具体的な検討

改善点（課題番号に対応）

①安全・安心で利便性の高い庁舎をスピード感を持ち整備できるよう計画策定を進める。
②一色小学校以外の学校運営協議会の設立に向けた準備を行う。小中一貫教育校は、平成３
０年度に外部有識者を含む「小中一貫教育校推進研究会」で検討を進める。

実施計画事業

平成29年度の
取り組み

成　果

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画を策定した。

課　題

①東大果樹園跡地について、平成31年度からの活用に向けた検討が必要。

改善点（課題番号に対応）

①町民ワークショップなどを開催し、町民の意見を聞きながら具体的な検討を進める。

「目標値の見直し」もしくは「指標の見直し」を選んだ場合の見直し案

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画が策定されたので、30年度からこれに基づき目標
に向け削減がはじまる。

重要業績評価指標
（KPI）について

67,506㎡以下

達成状況に関する分析

67,824㎡ 67,824㎡67,824㎡
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公共施設の総合的マネジメントプロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

大規模公有地の有効活用プロジェクト の成果について

KPI達成に有効であった KPI達成に有効とは言えない

施策： の成果について

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

外部評価　（二宮町総合戦略評価委員会）

地方創生に非常に効果的であった 地方創生に相当程度効果があった

地方創生に効果があった 地方創生に対して効果がなかった

意見

今後の方針　（二宮町総合戦略推進本部）

公共施設の総合的マネジメントプロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

大規模公有地の有効活用プロジェクト の今後の方向性について

拡充 継続推進 見直し（要改善）

休止もしくは中止 終了

説明

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画が策定され、公共施設再配置の短期の具体的な取
組みが明らかになった。

説明

公共施設再配置・町有地有効活用実施計画が策定され、町有地における短期の具体的な取組
みが明らかになった。

公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづくり

各プロジェクトの
今後の方針

○公共施設の総合的マネジメントプロジェクト
・新庁舎整備は、安全・安心で利便性の高い庁舎をスピード感を持ち整備できるよう計画策
定を進める。

○大規模公有地の有効活用プロジェクト
・東大果樹園跡地は、町民の意見を聞きながら、実証実験や管理運営組織の検討を進め、平
成31年度以降の管理運営体制を構築する。
・国立小児病院跡地は、民間活力を活用した土地の活用を検討する。

○共通事項
・町民の幅広い理解を得るため、町の取り組みや進捗情報を分かりやすく発信し、町民への
訴求力を向上させる。

　施策「公共施設の総合的なマネジメントとコンパクトさを活かした暮らしやすいまちづく
り」について、目標達成に向けた進捗は、事業開始前より前進しているがKPI達成状況などは
芳しくないため、施策の一部改善を含め、さらに力強く推進する必要がある。
　公共施設再配置・町有地有効活用実施計画は、計画の進捗が町民にとって見えにくいもの
となっているため、町は、進捗状況を関して、財政的裏付けを踏まえながら、広報紙等の
様々な媒体を活用し、町民に対し積極的に分かりやすい情報提供をする必要がある。また、
計画の推進については、国立小児病院跡地など活用の方向性が見えにくい町有地等に対し
て、疑問の声も上がっていることから、町民の意見を丁寧に聞きながら計画を推進すること
が望ましい。
　KPI「公共施設の総延床面積」の目標値については、数字の変化が見えにくいものとなって
いるため、計画の進捗状況を積極的に情報提供することで、町民の理解を得ることが必要で
ある。

２次評価

事業効果について
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